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事 業 の 概 況 

はじめに 

 
令和 7 年度において、当法人の運営する施設は 

認可保育所 11 施設 

小規模保育所 8 施設 

幼保連携認定こども園 1 施設 

保育所型認定こども園 1 施設 

放課後等デイサービス事業 1 施設 

計 23 施設 

 

認可保育所 11 施設 

（名古屋市内 5 施設、刈谷市内 1 施設、東京都内 4 施設、横浜市内 1 施設） 

 

小規模保育所 8 施設 

（名古屋市内 6 施設、東京都内 2 施設） 

 

幼保連携認定こども園 1 施設 

（名古屋市内 1 施設） 

 

保育所型認定こども園 1 施設 

（名古屋市内 1 施設） 

 

放課後等デイサービス事業 1 施設 

 

計 23 施設（名古屋市内 14 施設、刈谷市内 1 施設、東京都内 6 施設、横浜市内 1 施設）の

施設運営を行っております。 

 

※2023 年 3 月末をもって小規模保育所ソラーナ池袋保育園を閉園。 

※2022 年 4 月より星のまち保育園を 40 名の定員から 69 名の定員に変更。 

※2022 年 4 月よりソラーナいりなか・ほんじんを定員 15 名から 12 名に変更。 

※2023 年４月よりソラーナほんごうを定員 15 名から 12 名に変更。 

※2023 年 4 月より放課後等デイサービス事業のドリームズ・21st 平安通校を開所 

※2024 年 3 月末をもってゆめの樹保育園たかいどにしを閉園。 

※2024 年 10 月末をもってフィロスとうごうを閉鎖。 
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保育施設の現状について 

 
「名古屋市」 

 

令和 7 年 4 月 1 日における名古屋市の現状は以下の通り。 

 

保育所等の利用申込児童数（A）：50,812 人（前年比▲17） 

保育所等の利用児童数（B）:49,714 人（前年比+6） 

利用保留児童数（C=A-B）：1,098 人（前年比▲23） 

国の改正前定義に基づく除外児童数（D）：1,098 人 

待機児童数（E=C-D）：0 人 

 

  R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

未利用児童数 929 882 759 767 872 1,121 1,098 

待機児童数 0 0 0 0 0 0  

利用枠拡大数 1,692 1,593 1,238 744 355 363 185 

（※出典：名古屋市） 

 

名古屋市、令和 7 年度の主な取り組み（予定） 

 

・賃貸方式による保育所等の設置（2 か所） 

・幼稚園から認定こども園への移行（1 か所） 

・保育所等の定員増を伴う老朽改築（4 か所） 

 

・上記の対策を講じて 185 人分の利用枠を拡大予定 
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「東京都」 

 

令和 7 年 8 月 29 日において、東京都が発表した都内の保育サービスの状況によると 

令和 7 年 4 月において 

就学前児童数：527,763 人（前年比▲20,381） 

保育所利用申込児童数：320,062 人（前年比▲2,516） 

保育所利用児童数：323,420 人（前年比▲330） 

待機児童数：339 人（前年比▲22） 

という数値を発表しています。 

 

保育所等利用待機児童数の推移 

  H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0 歳 2,072 2,284 1,523 755 389 80 34 11 8 25 

１歳 4,447 4,498 2,790 2,214 1,365 681 190 217 268 244 

２歳 1,485 1,446 855 544 506 177 67 43 71 55 

３歳 411 313 231 158 65 30 7 9 13 8 

４歳 51 45 15 19 18 1 2 6 1 7 

合計 8,466 8,586 5,414 3,690 2,343 969 300 286 361 339 

 

保育所等の設置状況 
 認可保育所 認証保育所 

  施設数 定員 施設数 定員 

H27 2,184 216,699 700 23,912 

H28 2,342 230,334 664 22,665 

H29 2,558 247,105 631 21,418 

H30 2,811 266,473 610 20,759 

H31 3,066 285,121 575 19,551 

R2 3,325 303,093 537 18,072 

R3 3,477 313,364 500 16,718 

R4 3,569 319,510 464 15,529 

R5 3,611 320,870 436 14,618 

R6 3,623 320,389 412 13,946 

R7 3,640 320,637 396 13,440 

 

（東京都発表データより） 
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保育所等の稼働率について 

 
「中部」 

(2025.4-2026.3) 

 
  定員 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 稼働率 

もりの風：1 号含 139 125 125 125 125 126 126 126 126 127 127 125 126 126 90.5% 

ゆめの樹 60 62 66 67 66 68 68 68 68 68 68 68 67 67 111.7% 

星のまち 69 61 61 60 60 60 62 63 64 66 66 65 65 63 90.9% 

にじの花 60 55 55 58 60 60 60 63 63 63 63 61 61 60 100.3% 

小幡もりの風 90 88 90 92 92 92 92 94 94 94 94 94 94 93 102.8% 

植田にじの花：1 号含 99 109 109 110 113 114 113 113 113 115 115 115 115 113 114.0% 

シャイニーキッズ 60 65 65 66 66 67 67 68 68 68 69 69 69 67 112.1% 

刈谷ゆめの樹 90 98 99 98 99 99 98 96 96 98 98 98 97 98 108.7% 

ソラーナひびの 12 12 12 13 14 15 14 15 15 14 14 13 13 14 113.9% 

ソラーナほんじん 12 11 12 12 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12 101.4% 

ソラーナほんごう 12 11 11 11 9 10 10 11 11 11 11 11 11 11 88.9% 

ソラーナいりなか 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 100% 

ソラーナつゆはし 15 10 10 11 11 11 11 11 11 11 10 10 10 11 88.2% 

ソラーナじょうさい 15 11 11 12 11 11 11 11 11 10 10 10 10 11 89.6% 
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「関東」 

 

(2025.4-2026.3) 

 
  定員 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 稼働率 

ゆめの樹しんこいわ 60 65 65 65 65 65 64 64 64 65 65 65 64 65 107.8% 

ゆめの樹おぎくぼ 80 71 73 74 74 73 73 73 71 71 71 71 71 72 90.2% 

ゆめの樹ほどがや 60 47 47 50 55 55 56 57 57 56 54 54 54 54 89.2% 

ゆめの樹なりたにし 108 103 103 103 103 101 100 101 103 103 104 104 104 103 95.1% 

ゆめの樹はつだい 58 44 45 45 45 46 45 45 45 46 46 46 46 46 78.2% 

ソラーナ目白 15 12 12 12 12 13 13 13 15 15 15 15 15 14 90.0% 

ソラーナやなぎくぼ 18 11 11 11 11 11 12 11 16 16 16 16 16 13 73.1% 
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総括 
 

R7 年度が終了するにあたり、当法人の運営している施設においては大きく定員割れする

施設もなく、安定した運営ができました。 

 

ですが、保育業界においては 10 年前の待機児童が多かった時期と比べ、都市部において

も待機児童の数が大幅に減少し、また日本全体においても少子化が進んでおります。 

これまでの国の対策は、待機児童の解消、施設の増設など量での対策が中心でしたが、そ

のフェーズも終了し、質への転換が進んでおります。 

今後の保育業界においては質から量への転換がより一層進むことが想定され、以前のよう

に作れば埋まる、のではなく、利用者に選ばれる施設運営が求められることになります。 

 

他の保育施設等との差別化、また現場で働く保育者が働きやすい職場づくりを中心に様々

な変化にも対応できる柔軟な運営、また地域との共生を主軸に今後も法人運営を行ってい

くことを最優先課題として今後も運営を続けてまいります。 

 

 

 


